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〒633-8585 

桜井市大字粟殿 432番地の 1 

℡0744‐42‐9111（内線 356）

http://www.city.sakurai.nara.jp/

農業委員会だより

農
村
の
未
来
設
計
図
の
話
し
合
い 

す
。
ま
た
、
国
か
ら
の
支
援
施
策

は
こ
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

念
頭
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
動

き
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
桜
井
市
に
お
い
て
作
成

さ
れ
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、

６
大
字
の
地
域
プ
ラ
ン
で
、
２３

経
営
体
が
中
心
経
営
体
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 大
泉
・
大
泉
出
屋
敷
地
区 

 

大
泉
・
大
泉
出
屋
敷
地
区
で
は

関
係
者
の
間
で
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
必
要
性
が
以
前
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
去
る
１１
月
４
日
に
、

両
地

～話し合いの様子～ 

『
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
５ 

年
後
・
10
年
後
の
地
域
農
業
が
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
未
来

設
計
図
を
作
る
こ
と
で
、
具
体
的

に
は
地
域
の
合
意
形
成
の
中
で
誰

が
ど
の
よ
う
に
担
っ
て
い
く
の
か

を
明
確
に
す
る
の
が
ね
ら
い
で

す
。
今
の
時
代
は
、
単
に
農
作
物

を
作
っ
て
売
る
だ
け
で
は
赤
字
に

な
る
た
め
農
産
物
の
加
工
や
集
落

営
農
の
法
人
化
、
さ
ら
に
は
大
型

機
械
の
導
入
等
を
し
な
が
ら
農
業

経
営
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
小
規

模
農
家
の
多
い
集
落
で
は
農
地
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
集
落
の
組
織

化
と
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作

成
は
必
須
要
件
で
す
。
』 

桜
井
市
で
は
、
水
田
農
業
を
中
心
と
し
て
果
樹
栽
培
や
ソ
バ
の
栽
培
、

そ
の
他
地
域
に
応
じ
た
野
菜
や
花
卉
の
栽
培
な
ど
多
品
種
に
わ
た
り
農

業
経
営
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
鳥
獣
被
害
等
の
問
題
で
担
い
手
不
足
が

深
刻
と
な
っ
て
お
り
、
耕
作
放
棄
地
面
積
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
人
と
農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
５
年
後
・
１０
年
後

の
農
村
の
未
来
設
計
図
と
し
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
が
全
国
的

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

農事組合法人アグリ大泉 

代表理事組合長 森本 光一氏 

大泉・大泉出屋敷地区の集落営農組織で

平成 23年 10月に法人化。 

大泉・大泉出屋敷地区における農家戸数

の約２/３以上がアグリ大泉の構成員とな

っており、現在は約 20haを超える耕作地

において主食用米・ＷＣＳ・飼料用米（米

粉）・麦・大豆等の栽培を行い、味噌等の

加工品の製造販売 

やイベント体験 

等を行っている。 

構成員は６６人。 

両
地
区
支
部
長
の
主
催
に
よ
り
、

一
般
の
農
家
と
と
も
に
区
長
や

中
心
経
営
体
関
係
者
・
Ｊ
Ａ
・
地

元
農
業
委
員
・
行
政
関
係
者
等

２６
名
が
参
加
し
て
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
様
々
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
、
個
人
と
法
人
の
２
つ
の

経
営
体
を
中
心
経
営
体
と
し
て

位
置
付
け
る
案
が
、
市
の
検
討
委

員
会
に
送
ら
れ
る
事
と
な
り
ま

し
た
。 

 

そ
の
中
心
経
営
体
の
一
つ
で

あ
る
農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ
大

泉
理
事
の
森
本
久
彦
氏
は
、
集
会

を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
話

さ
れ
ま
し
た
。 

大
泉
・
大
泉
出
屋
敷
地
区 

人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成 

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
は 

 

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
地

域
農
業
の
あ
り
方
を
地
域
毎
に

話
し
合
っ
て
今
後
の
地
域
の
中

心
経
営
体
や
農
地
集
積
の
方
法

を
明
ら
か
に
し
、
農
村
の
未
来
設

計
図
を
作
成
す
る
取
り
組
み
で

̶第４号̶（Ｈ２５年1２月 桜井市農業委員会発行）

Facebookで農業委員会の取組を紹介しています！ 『山の辺の道 景観』で検索してみてください。 



      

□
平
成
２１
年
の
農
地
法
改
正
に 

よ
り
農
業
委
員
会
が
年
に
一
度 

市
内
の
農
地
の
利
用
状
況
を
調 

査
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ 

て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
、
遊 

休
農
地
と
判
断
さ
れ
た
農
地
に 

つ
い
て
は
、
農
地
の
適
正
管
理 

の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
の
全
体
調
査
に
お
い 

て
判
断
未
了
地
と
決
定
し
た
農 

地
に
つ
い
て
、
所
有
者
へ
の
意 

向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
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そ
の
結
果
、
【
今
後
の
耕
作 

再
開
は
不
可
能
】
と
回
答
し
て 

頂
い
た
農
地
を
対
象
に
、
再
度 

現
場
確
認
を
行
い
、
現
場
の
写 

真
等
を
基
に
農
業
委
員
会
の
総 

会
に
お
い
て
【
農
地
か
否
か
】 

の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

審
議
対
象
の
判
断
未
了
地
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 内

、
非
農
地
と
決
定
し
た
も
の 

は
下
記
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。 

皆
様
方
に
は
、
意
向
調
査
等 

で
再
度
ご
協
力
を
お
願
い
す
る 

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ 

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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〜
耕
作
放
棄
地
全
体
調
査
の
ご
報
告
〜 

農業者年金についてのご相談

は、農業者年金基金給付課 

（03－3502－3945）または 

農業委員会事務局もしくは 

ＪＡにお問い合わせください。

平成 25年度の新たな耕作放棄地 

  地目 筆数 面 積 

追加地  田 ５筆  ９６３㎡

平成 24年度の全体調査内訳は 

〜
利
用
状
況
調
査
の
様
子
〜 

 
判断未了地（約５.７ha）の内、 

今年度に【非農地】と決定した 

農地は、下記の通りです。 

田  ０.２ｈａ 
畑  ０.５ｈａ 
合 計 ０.７ｈａ 

【判断未了地】 
田 約２.２ha 

畑 約３.５ha 

合計 約５.７ha 

【指導対象地】  
田 約１０ha   
畑 約１８.２ha  

合計 約２８.２ha  

０．７
ｈ
ａ
が
【
非
農
地
】
と
判
断
さ
れ
ま
し
た 




